
ご挨拶
　皆さまには、新しい年を健やかにお迎えのこととお喜び申
しあげます。
　昨年の夏は、災害級の猛暑が続き、地域の農業や学校活
動など様々な場面で大きな影響がありました。
　また、7月12日～13日にかけて射水市内を、県内で初めて
観測された線状降水帯が襲い、河川の溢水や土砂崩れなど
により甚大な被害が出ました。被災された皆様には心よりお
見舞い申し上げます。
　射水市選出の県議会議員として、また同時に自民党議員
会の政務調査会長として、射水市や富山県の早期の災害復
旧について新田知事に働きかけを行い、また9月定例県議会
においては、補正予算の確保に取り組んだほか、和田川ダム
の緊急放流に際しての情報提供のあり方や事前放流の仕組
みについての検討なども求めたところです。
　今後、さらに災害が激甚化することも想定されることから、
河川などの防災減災対策をさらに推し進めていきたいと考え
ています。

県政の重要課題　
　県政において私は３つの重要課題があると考えています。
　１つは、人口減少問題であり、この問題は、あらゆる社会課
題の根幹となっています。現在、自民党議員会では人口減少
問題調査会を立ち上げ、①少子化を止める取り組み、②県民
総活躍の仕組みづくり、③人口減少下での成長戦略と３つの
プロジェクトを立ち上げ、課題整理を行っています。令和６年度
の予算編成において、短期的に取り組むべき課題をしっかり
提言していきたいと思います。
　２つ目は、公共交通の問題です。JR西日本が運行する城
端線・氷見線が、あいの風とやま鉄道へと経営移管されるこ
とになりました。単に赤字を垂れ流すのではなく、城端線・氷
見線とあいの風とやま鉄道を一体的に運行することにより、利
便性を向上させることが目的となっています。国の補助金など
も活用しながら、全国のローカル鉄道のモデルにしようとする
意欲的な取り組みであり、しっかりと後押ししていきたいと思
います。
　３つ目は、教育の問題です。今年度は、県立高校再編につ
いての方向性の議論がなされています。私が座長となりプロ
ジェクトチームをつくり、現在は県立高校再編の先進地視察
や県内高校を巡り、自民党議員会としても県立高校のあり方
についての方向性を示していくことができればと考えていま
す。
　新田知事には、１期目の残す任期が１年を切りました。県民
の真の幸せ（ウェルビーイング）の向上を掲げて、果敢に取り組
んでいますが、一方で、具体性が乏しい現状は否めません。
　今後、令和６年度予算編成が本格化しますが、上述の３つ
の諸課題を含めて、県議会からもしっかりとした政策提言を行
い、富山県民の幸せな未来のために、引き続きしっかりと取り
組んでいきたいと考えており、今後とも、皆様のご指導ご鞭撻
をよろしくお願いいたします。

幸せな未来のために
“真っ直ぐに”

永森直人
県議会通信

Challenge spirit  Vol.24令和6年1月号
（Ｒ６.１発行）

住　 所／〒939-0306  射水市手崎363-1
TEL.0766-55-3533  FAX.0766-55-3577  E-mail naoto500120@gmail.com

永森  直人発行-- 自民党富山県議会議員会 公式ブログ情報発信中 !

ナガモリナオト で検索

政務調査会長としての重要な任務として、次年度（６年度）の予算要望がありますが、その要望事項の
作成の拠り所となるのが地域の声です。
このため秋には、政調会が各地域に出向き、現地視察を行い、丁寧に地域の声を聴く機会を設けてい
ます。

１ 政務調査会長として地域ブロック政調会長会議・現地視察

県政
レポ
ート

自民党本部へ出向き、６月、７月の豪雨災害の復旧への支援、エ
ネルギー物価高への対応、道路や河川など災害に強い社会インフ
ラの整備、人口減少・少子化などへの対応などについて麻生副総
裁、茂木幹事長、萩生田政調会長などに要望活動を行いました。

２ 自民党本部や国に対して要望活動

11月11日、射水シンボルツリーの点灯式を行いました。私が会
長を務める小杉まちづくり協議会と学校法人・浦山学園との共同
事業です。人口減少社会において関係人口の拡大は重要ですが、
幸いにして射水市には、大学や専門学校など高等教育機関が多く
存在しています。
こうした若い学生を街づくりに巻き込みながら、ともに何かを
成し遂げていくことは、地域の大きなエネルギーになっていくと
思っています。

３  射水シンボルツリー点灯式

山腹崩壊復旧（小矢部） 太閤山ランド魅力向上（射水）県道波岡作道線整備促進（高岡）白岩川ダム災害復旧（立山町）

シンボルツリーのもと学生の皆さんと一緒に

9月補正予算　知事要望

党本部へ要望（麻生副総裁）

〈略歴〉
生年月日／昭和 50 年１月 20 日生まれ
住　　所／射水市三ケ
経　　歴／小杉小学校、小杉中学校、高岡南高校、
　　　　　東京都立大学経済学部卒業
家　　族／妻、長男（大学２年）、次男（高校２年）

平成９年４月  富山県庁入庁
ロシア・ウラジオストク派遣留学、広報課、高齢福祉課では
特別養護老人ホームの待機者対策などの施策に取り組む。
平成22年９月  富山県庁退職
平成23年４月  富山県議会議員に初当選（現在４期目）

主な役職
自民党富山県連政務調査会長 自民党射水市連合支部支部長
自民党小杉連合支部支部長 射水市消防団南部方面団団長
保護司（射水市保護司会） 小杉まちづくり協議会会長
NPO 法人日本応急手当普及員協会顧問　（令和６年１月現在）

48
歳

❶ ❹



問 
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　県
立
学
校
に
お
け
る
中
高
一貫
校
に
つ

い
て
は
、ど
の
よ
う
に
検
討
を
進
め
る
の

か
？（

教
育
長
）

進
路
状
況
や
今
後
の
生
徒
数
の
将
来
推

計
、生
徒
及
び
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、市
町
村

の
意
見
の
把
握
に
努
め
、他
県
の
先
進
的
な

事
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、さ
ら
に
検
討
を
重

ね
る
。県

立
高
校
再
編
議
論
に
あ
た
っ
て
は
、一

定
の
通
学
時
間
内
に
幅
広
い
規
模
や
学
科

の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

り
、私
立
高
校
が
少
な
い
な
ど
、そ
も
そ
も

選
択
肢
の
限
ら
れ
て
い
る
新
川
・
砺
波
学

区
で
は
、よ
り
慎
重
な
議
論
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、所
見
を
問
う
。

（
教
育
長
）

新
川
・
砺
波
学
区
を
含
め
、ど
の
地
域
に

お
い
て
も
、一
定
の
通
学
時
間
内
に
色
々
な

規
模
や
学
科
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
は
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

県
立
高
校
再
編
に
関
す
る
学
校
規
模
・

基
準
の
基
本
的
な
方
針
等
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
は
、私
立
高
校
を
含
め
た
各
学
区
の

状
況
や
県
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
踏
ま
え
る
な

ど
、様
々
な
観
点
か
ら
慎
重
に
議
論
す
る
。

あ
る
等
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、市
町
村
が
事

業
主
体
と
な
り
、県
の
補
助
事
業
で
整
備

し
て
い
る
。

急
傾
斜
地
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
土
砂
災

害
警
戒
区
域
は
県
内
に
２
，８
４
５
箇
所

が
指
定
さ
れ
て
お
り
、う
ち
人
家
５
戸
以
上

あ
る
等
の
１
，０
０
４
箇
所
を
重
要
整
備

箇
所
と
位
置
づ
け
、施
設
整
備
を
進
め
て
い

る
が
、そ
の
整
備
率
は
、令
和
４
年
度
末
時

点
で
39
・６
％
と
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
に
あ

る
。現
在
は
施
設
整
備
を
効
果
的
・
重
点
的

に
実
施
す
る
段
階
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

県
の
補
助
制
度
に
お
い
て
５
戸
以
上
と
し
て

い
る
人
家
戸
数
等
の
補
助
要
件
の
緩
和
は
、

困
難
な
状
況
に
あ
る
。

若
年
人
口
流
出
に
お
い
て
男
女
差
が
大

き
い
要
因
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
、ま

た
富
山
の
若
年
女
性
の
県
外
流
出
の
状
況

は
全
国
的
に
見
て
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
問
う
。

（
知
事
政
策
局
長
）

こ
の
春
に
県
内
大
学
を
卒
業
し
て
県
内

企
業
に
就
職
し
た
学
生
は
46
・
０
％
で
、女

性
に
限
る
と
52
・２
％
で
あ
る
。ま
た
、令
和

３
年
に
商
工
労
働
部
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、県
外
の
大
学
等
に

進
学
し
、県
内
企
業
に
就
職
し
た
学
生
割

合
は
、57
・
９
％
で
、女
性
に
限
る
と
57
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
本
県
の
20
〜
24
歳
の
社

会
動
態
に
つ
い
て
は
、男
性
が
１
９
０
人
の

転
出
超
過
で
、女
性
は
６
９
０
人
、男
性
の

３
・
６
倍
の
転
出
超
過
で
、全
国
的
に
も
突

出
し
て
い
る
。

現
在
策
定
し
て
い
る
次
期「
富
山
県
地

域
未
来
投
資
促
進
計
画
」に
お
い
て
は
、も

の
づ
く
り
産
業
だ
け
で
な
く
、ま
ち
づ
く
り

や
観
光
・
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
な
ど
、女
性
活

躍
の
視
点
か
ら
も
、よ
り
幅
広
い
分
野
を

対
象
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
問

う
。（

知
　事
）

現
在
、新
た
な
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

た
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、そ
の
対
象
に
つ
い

て
は
、も
の
づ
く
り
産
業
に
特
化
す
る
の
で

は
な
く
、「
デ
ジ
タ
ル
」や「
観
光
・ス
ポ
ー
ツ・

文
化
・
ま
ち
づ
く
り
」、「
農
林
水
産
」、「
環

境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
」な
ど
、幅
広
い
分
野
と
す

る
方
向
で
、市
町
村
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、ク
リ
エ
イ
ティ
ブ
や
デ
ザ
イ
ン

と
いっ
た
創
造
的
な
知
的
活
動
を
行
う
人

材
も
呼
び
込
む
こ
と
で
、女
性
を
は
じ
め
と

し
た
若
い
世
代
が
活
躍
で
き
る
場
の
創
出

に
も
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

県
内
高
校
生
や
大
学
生
に
対
し
て
、本

県
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
試
合
を
観
戦

す
る
機
会
を
創
出
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
が
、所
見
を
問
う
。

（
生
活
環
境
文
化
部
長
）

各
チ
ー
ム
に
と
っ
て
も
フ
ァ
ン
層
の
す
そ
野

の
拡
大
に
つ
な
が
り
、地
域
活
性
化
に
資
す

る
有
意
義
な
も
の
と
考
え
る
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
に
も

「
若
い
年
齢
層
の
観
戦
者
を
増
や
し
た
い
。」

と
の
積
極
的
な
意
見
も
伺
っ
て
い
る
。今
後
、

そ
の
方
策
に
つ
い
て
、各
チ
ー
ム
と
知
恵
を

出
し
合
っ
て
検
討
し
、地
元
チ
ー
ム
を
応
援

す
る
マ
イ
ン
ド
醸
成
や
地
域
活
性
化
、県
民

一
人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
取

り
組
む
。

６
月
定
例
会
に
お
い
て
新
田
知
事
か
ら

は
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
練
習
場
所

確
保
を
含
む
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
整

備
に
つ
い
て
、県
立
学
校
の
学
校
開
放
に
つ

い
て
検
討
す
る
旨
、答
弁
が
あ
っ
た
が
、改

修
等
の
整
備
期
間
を
考
え
れ
ば
、そ
ろ
そ

ろ
具
体
的
な
場
所
を
明
確
に
し
て
準
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見

を
問
う
。

（
知
　事
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
拠
点
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
き
た
富
山
市
の

施
設
が
来
年
度
、令
和
６
年
度
末
で
閉
鎖

さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
か
検
討
し
て
い
る
。検
討
に
あ

た
っ
て
は
、県
立
学
校
施
設
を
一
般
に
開
放

す
る
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
の
一
環
と

し
て
、車
椅
子
ス
ポ
ー
ツ
で
も
利
用
で
き
る

可
能
性
の
あ
る
体
育
館
を
持
つ
学
校
を
候

補
に
、教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、現
在
、高
志
支
援
学
校
を
そ
の

候
補
と
し
て
調
整
を
進
め
て
い
る
。

水
位
を
下
げ
て
お
く
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、所
見
を
問
う
。

（
土
木
部
長
）

事
前
放
流
は
、国
が一
定
時
間
ご
と
に
示

す
予
測
降
雨
量
が
、ダ
ム
ご
と
に
定
め
た
基

準
降
雨
量
を
上
回
っ
た
場
合
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、今
回
、和
田
川
ダ
ム
で

も
予
測
降
雨
量
が
基
準
降
雨
量
を
超
え
て

い
な
かっ
た
こ
と
か
ら
実
施
し
な
かっ
た
。県

で
は
、事
前
放
流
は
、治
水
上
効
果
の
高
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、現
在
、国
に

お
い
て
線
状
降
水
帯
及
び
洪
水
等
の
予
測

精
度
の
向
上
や
最
新
の
気
象
予
測
技
術
を

活
用
し
た
ダ
ム
運
用
の
高
度
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
動
き
を
注
視
し

て
い
る
。

県
で
は
、当
時
の
気
象
状
況
や
豪
雨
へ
の

対
応
を
振
り
返
る
こ
と
と
し
て
お
り
、和
田

川
ダ
ム
に
お
け
る
流
入
や
放
流
の
状
況
、ダ

ム
や
河
川
の
水
位
の
状
況
も
確
認
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。こ
の
中
で
将
来
の
豪
雨
に

備
え
た
ダ
ム
管
理
者
と
し
て
の
対
応
に
つ
い

て
も
議
論
が
な
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

５
戸
未
満
の
小
規
模
急
傾
斜
地
に
つ
い

て
も
、小
規
模
急
傾
斜
地
対
策
事
業
の
対

象
と
し
、市
町
村
と
と
も
に
し
っ
か
り
と
対

策
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を

問
う
。

（
土
木
部
長
）

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
は
、急
傾
斜

地
の
高
さ
が
５ｍ
以
上
で
、人
家
５
戸
以
上

さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

ダ
ム
下
流
の
河
川
の
水
位
は
ダ
ム
の
放
流

の
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
か
ら
、下
流
河

川
の
水
位
計
や
監
視
カ
メ
ラ
の
情
報
は
、水

門
操
作
を
含
め
た
流
域
市
町
村
に
よ
る
迅

速
な
水
防
活
動
や
、緊
急
放
流
の
通
知
を

受
け
た
市
町
村
長
に
よ
る
適
切
な
避
難
指

示
ひ
い
て
は
住
民
の
早
期
避
難
行
動
に
も
つ

な
が
る
重
要
な
も
の
と
考
え
て
お
り
水
門

管
理
者
で
も
あ
る
射
水
市
に
、当
時
の
対
応

を
伺
っ
た
う
え
で
、今
後
県
が
設
置
す
る

「（
仮
称
）ダ
ム
等
に
関
す
る
情
報
提
供
の
あ

り
方
検
討
会
」に
お
い
て
、ダ
ム
下
流
河
川

の
水
位
計
や
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
情
報
提

供
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

和
田
川
ダ
ム
に
お
い
て
、一定
規
模
の
豪

雨
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、予
備
的
に

県
立
高
校
再
編
議
論
は
、教
育
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、知

事
は
、ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
の
か
。

（
知
　事
）

（
知
事
が
主
催
す
る
）総
合
教
育
会
議
に

お
い
て
、来
年
度
は
、県
立
高
校
教
育
振
興

検
討
会
議
の
と
り
ま
と
め
を
受
け
、５
回

程
度
開
催
し
、再
編
の
基
本
方
針
や
新
し
い

学
科
・コ
ー
ス
の
開
設
等
に
つ
い
て
、検
討
を

進
め
て
い
く
予
定
と
し
て
い
る
。県
立
高
校

再
編
や
公
立
と
私
立
の
役
割
な
ど
、高
校

の
あ
り
方
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

ダ
ム
の
緊
急
放
流
の
情
報
提
供
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、十
分
な
検
証
を
行
い
、緊
急

時
に
際
し
て
地
方
自
治
体
が
、適
切
に
水

門
管
理
や
避
難
の
呼
び
掛
け
が
で
き
る
よ

う
に
、水
位
計
や
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
増

設
な
ど
の
整
備
促
進
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

（
土
木
部
長
）

射
水
市
で
は
和
田
川
ダ
ム
で
緊
急
放
流

が
行
わ
れ
た
７
月
の
豪
雨
の
際
、ダ
ム
下
流

の
和
田
川
へ
合
流
す
る
水
路
周
辺
の
住
宅

地
に
お
い
て
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、市
の
定
例
会
見
で
合
流
部
に
設
置
さ

れ
た
市
の
水
門
操
作
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、

ま
た
、住
宅
地
に
カ
メ
ラ
の
設
置
が
予
算
化

令
和
５
年
９
月
14
日
㈭ 

一
般
質
問

問 

成
長
戦
略
と

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て

答答 問問問

答 答問答

答答答答 問問問

問答 問問

問 
県
立
高
校
再
編
の
進
め
方
に
つ
い
て

❸ ❷


